
ご　挨　拶

　独立行政法人国立女性教育会館女性アーカイブセンターは、男女共同参画社会の

形成などに顕著な業績を残した女性や女性教育・女性施策等に関する過去の記録の

収集・整理・保存・提供に取り組むとともに、さまざまな分野で「チャレンジした

女性たち」を紹介する企画展示をシリーズでおこなっています。

　第１回「女性の高等教育の黎明」に続き、第２回の本展では、「女性科学者の誕生」

と題して、科学技術分野における５人のパイオニア女性を取り上げます。

　本年は、平成11年に男女共同参画社会基本法が制定されてからちょうど10年目に

あたります。この間、女性の社会参画は着実な歩みを刻んできましたが、まだ道半

ばであり、新たな取組みを必要としている分野もあります。科学技術はそのひとつ

です。

　我が国の研究者に占める女性の割合は13%（平成20年）と欧米主要国に比べて低い

水準にとどまっています。専攻別では、理工系分野が特に低い状況です。そこで、

女性研究者の一層の活躍促進をはかるため、関係府省においては、女性研究者の採

用の促進や、研究と出産・育児の両立支援策を含む勤務環境の整備、女子中高校生

の理系進路選択支援などの取組みが実施されており、国立女性教育会館も「女子中

高生夏の学校」をはじめ、その一翼を担う活動をしています。

　本展で取り上げる女性科学者たち、丹下ウメ、保井コノ、黒田チカ、辻村みちよ、

鈴木ひでるの５人が科学者を志した時代、その道は現代よりなお険しく、狭いもの

でした。彼女たちが、いかに困難に立ち向かい、未知の領域を切り拓いていったの

か、そして周囲の人々がどのように彼女たちを支えていたかを知ることは、これか

ら私たちが、科学技術分野で女性が活躍できる社会をつくってゆくための大きなヒ

ントとなるでしょう。

　最後に、本展開催にあたり、ご協力いただきました皆様方に深く感謝申し上げます。 

平成21年10月　　 　　　　　　　

独立行政法人 国立女性教育会館

理 事 長　神田 　道子





女性科学者たちの研究成果から

　女性科学者たちの研究から、今も私たちがその成果の恩恵にあずかっているものをいく

つかご紹介します。

●緑茶の成分

　辻村みちよは、昭和４（1929）年に、世界で初

めて茶の渋みの成分であるカテキンを純粋な結

晶として取り出すことに成功し、この成果をま

とめた論文「On the Chemical Components of 

Green Tea（緑茶の化学成分について）」により、

昭和７（1932）年に農学博士の学位を取得しました。

　カテキンには、抗酸化作用、抗菌作用などが

あり、現在、これを用いた特定保健用食品、消

臭剤等多くの商品が販売されています。

●紅花の色素

　黒田チカは、昭和４（1929）年に論文「カーサ

ミンの構造決定」により、理学博士の学位を取

得しました。カーサミンは紅花の色素で、この

色素の結晶が得られるまでに、黒田は研究開始

から５年の歳月を費やしました。

　現在、紅花の色素は、染物のほか、口紅、食

品の着色料などに用いられています。

●ビタミンB2

　丹下ウメは、ビタミンB2の栄養学的・病理学

的研究を行い、昭和15（1940）年に「ビタミンB2

複合体の研究」で、農学博士の学位を取得しま

した。

　ビタミンB2は、代謝を促し、皮膚や粘膜を維

持する働きがある水溶性ビタミンです。現在、

口内炎やニキビの薬に配合されているほか、鮮

やかな黄色をしているため、着色料にも用いら

れています。

カテキンの分子式

ビタミンB2の分子式

カーサミンの分子式

HO

HO

HO

OH

OH

O

OHO

O O

H
OHOO

OH

OH

OH

OH

HO

HO

HO

HO H

O

OHO

OH

OH

OH

OH

CH3

CH3

N

N N O

O

OH

OH

OH

HO

NH


















	06ご挨拶
	07高等教育
	08研究成果から
	11年表
	10人物一覧
	09人物関係図
	01丹下ウメ
	02保井コノ
	03黒田チカ
	04辻村みちよ
	05鈴木ひでる

